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SWGの体制

 リード役：牟田(阪大)、事務局：佐藤・岡田(MHI)、加治(JAEA)
 目的
照射試験データ等、安全性評価に利用可能な技術的な情報等に
関する共有・議論

研究協力・技術協力の可能性の検討
議論結果のまとめ、結果公開に関する検討
関連研究者・技術者の人材育成に関する検討 など

 参加者の組織構成
電力会社（14）
 メーカ*（6）
大学（7）
研究機関*（10）
政府機関（3）
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(*)事務局を含む



SWGにおける議論の進め方 4

第1回（済）
・Cr-Zryの開発経緯
・PIRT概要紹介

第2回以降
・PIRT議論

第２回以降における議論のルール
 投稿者が意見を読み上げ
 全員が発言
 リード役（牟田）が指名

…意見募集
～集約

最終回
・総括

第２回までの対応のお願い
PIRT表（配布）

・評価項目を細分化
・項目番号を付記

意見募集フォーム（WEB）
URL:https://forms.office.c
om/r/XABZq3B6cE?origin
=lprLink

第２回以降の進め方
 回数：必要に応じ柔軟に対応
 時期：集中的に議論できるよう配慮
 集約した意見の状況を踏まえ、
各回で深堀する切り口（テーマ）を選定

参加者の知識レベルをそろえ、共通理解を得るため、第1回は
PIRTの概要や進め方の説明のみとし、議論は第2回以降に進める。

本SWGでは、燃料分野以外の立場からの視点についても積極的に取り入れるため、
第1回終了後に意見募集を行い、多様な着眼点を次回以降の議論に反映する。



5PIRT全体概要(1/4)



6PIRT全体概要(2/4)



PIRT全体概要(3/4) 7



8PIRT全体概要(4/4)



Cr-ZryのPIRTに関する意見募集の概要

 Cr-Zry PIRT に関する意見募集フォーム（以下のURL）を用いて
意見募集を実施。入力締切：12/5(金)

9

URL:https://forms.office.com/r/XABZq3B6cE?origin=lprLink

Cr-Zry PIRT 意見募集フォームの質問文
1 お名前と所属機関をご記入ください。例：加治芳行（JAEA)
2 資料1-5(1)の技術課題整理表（PIRT）のカテゴリ分けについて、コメントがあれば記入してください。

例：
・「Crの材料特性・挙動」列のカテゴリ分けは有効あるいはわかりずらい
・「Crの材料特性・挙動」列のカテゴリのうち分割または結合した方がよいものがあるか
・新たなカテゴリ分け（例：材料以外の専門分野からの視点など）が良い、またはご提案 等
[自由記述]

3 PIRTの内容について、コメントがあれば記入してください。
例：
・「Cr膜が健全である場合」（PIRTの左側）の燃料挙動への「影響レベル」や「知識レベル」の記載内容について
・「Cr膜に欠陥がある場合」（PIRTの右側）の燃料挙動への「影響レベル」や「知識レベル」の記載内容について
・現在のPIRTに記載のない、燃料挙動に影響を及ぼす可能性があるCrの材料特性・挙動について
・評価項目（PIRTの行）の過不足について 等
[特定の評価項目・PIRT行へのコメントについては、PIRT左側の通し番号をご記入願います]

4 資料1-5(2)のPIRTの個票について、コメントがあれば記入してください。
例：
・新たな個票が必要と考えられる項目について
・個票の「確認方法（解析、試験、条件、方針）」の記載内容について 等
[特定の個票へのコメントについては、ページ上の個票番号をご記入願います]

5 その他ご要望やコメントがあれば記入してください。
［自由記述］

追加コメント歓迎!



第1回SWGでのコメントの概要 10

 PIRTの知識レベルについて、例えば将来の高燃焼度化等まで含めた観点あ
るいは現状の安全基準を満たすのに必要な情報がそろっているかの観点のど
ちらになるのか。
⇒現在のPIRTは現行の運用内の範囲で整理しているが、運用高度化に適
用する期待があるため本観点でのコメントもアンケートの形でいただきたい。

 現状のPIRT作成にいたる段階での情報などあれば開示いただきたい。
⇒原子力学会炉心分科会での経緯のQ&Aのリストがある。必要な手順を
踏んで対応したい。

 燃料分野ではない核設計などの別分野の視点からのコメントは共通技術基
盤での対応あるいは本アンケートで回答するのかどちらか。
⇒幅広い観点でコメントをいただきたいので本アンケートで回答をお願いしたい。
各SWGでいただいた意見をATFプラットフォームの全体会合で調整すること
も予定している。

 1200℃の上限温度制限、PWRやBWR向けという前提条件は決めず意見
募集させていただく。



1 Cr-Zry SWGの進め方
(JAEA) ― ― ―

2 Cr-Zryの開発経緯と
PIRT全体概要(MHI) ― ― ―

3 意見募集(JAEA) 意見集約結果(JAEA) ― ―

4 開発状況の報告（１）
(MHI)

開発状況の報告（２）
(MHI)

開発状況の報告（３）
(MHI) ―

5 ― 国内外の最新知見の共
有（１）（JAEA他）

国内外の最新知見の共
有（２）（JAEA他） ―

6 ― PIRT及び技術課題に
係る議論（１） (*1)

PIRT及び技術課題に
係る議論（２） (*1) ―

7 ― ― ― 報告書骨子案の議論
(JAEA・MHI) (*2)

8 ― ― ― 次年度以降の進め方に
ついて議論(JAEA)

11実施工程案と各回の議題案
※開催月はめやす

(*1)第1回終了後、PIRTや技術課題他に係る意見を検討いただき、第2回・第3回で集中的に議論予定
(*2)第4回会合終了後、報告書(議事録も含む)をとりまとめ、2027年内に公開予定

第1回
2025年10月

第2回
2026年2月

第4回
2026年10月

第3回
2026年5月
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2025年度 2026年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月
11
月

12
月 1月 2月 3月

SWG

ATF-
PF ｷｯｸｵﾌ会合

(7/1@東大)
第1回会合
（Cr-Zry SWG
を議論)

第2回会合
（各SWGの

現在地の確認等）

Cr-Zry SWG

FeCrAl-ODS SWG

SiC/SiC SWG

共通技術基盤SWG

第2回

第3回会合
（中間報告）

第4回会合
（最終報告）

第1回 第3回 第4回

スケジュール案
 2年間かけてPIRTをベースにTRLに照らし、技術課題の抽出等を実施
 第1回SWGでPIRT全体概要を説明。その後意見募集を実施(12月初旬締切)。第2回
（2/25を予定）、第3回SWG（5月中旬～末を予定）で集約した意見を中心にPIRTに
関する議論を実施。第4回SWGでとりまとめの議論を実施。

 第2回と第3回は短期間で集中的に議論する予定。必要に応じて開催回数の変更も検討。

PIRTに係る
意見募集
（12/5締切）



Cr-Zry PIRT に関する意見募集結果の概要
1. 回答状況
 回答23件（100件に近いコメントあり）、産官学の幅広い分野から意見を取得
 燃料分野外（炉物理・構造・バックエンド等）の視点も多く含まれた
2. 主なコメント傾向（テーマ別）
① PIRTカテゴリ構成に関する指摘
：カテゴリ統合・追加案、通し番号体系の整理要望、表現改善など
② 影響レベル／知識レベルの基準に関する意見
：判断根拠明確化、レベル表現の見直し提案、将来運用条件の考慮など
③ 欠陥（Defects）に関する議論
：欠陥の定義・スケール・位置の明確化、欠陥個票の新設提案
④ 他分野からの技術的視点
：炉物理影響、事故時の放射率、バックエンド・輸送影響など
⑤ 個票内容に関する指摘
：個票番号体系、記述統一、必要データの具体化など

    ⑥ Cr及びCr被覆材の基礎特性：Crの照射影響、薄膜形状Crの評価、組成など
    ⑦ 規制基準：現行規制基準の見直しの確認
    ⑧ 製造方法及び使用前健全性：製造方法・手順の最適化など
    ⑨ 使用済み燃料の健全性：中間貯蔵、再処理
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Cr-Zry PIRT 見直しの進め方（事務局案）

ATF-PFのねらい：
「客観的、包括的、かつ漏れ欠けの無い技術課題を抽出し」
その影響度を評価すること
技術課題に関する事象の洗い出し（PIRTのPI）が最優先

Cr-Zry PIRT見直しの進め方（案） ：

14

PI

 アンケート結果からPIに関するコメントを抽出
 炉心燃料の安全性確認を中心としたPIに加え、範囲を広げて※
事象を洗い出し（※例：製造、炉物理、輸送・貯蔵、再処理）

 安全性確認PIに必要なフィードバックがないか確認

 実用化全体の目線から漏れ欠けのない技術課題の洗い出し

RT  ランキングに関するコメントに対応後、影響度評価について協議



まとめにかえて 15

Cr-Zryは1F事故後に開発された、最も国内での実用化が
近い（と目される）ATFです。

実炉への円滑な導入に向け、ぜひご協力、募集フォームへの
ご意見入力をお願いいたします。
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